
第42回 全国中学校バスケットボール大会 公式サイト

15 1st 8

15 2nd 5

15 3rd 8

17 4th 20

OT

4 × 0 0 0 0 0 4 × 8 0 4 0 2
5 × 10 0 4 2 0 5 × 4 0 1 2 2
6 × 6 1 0 3 2 6 × 13 1 3 4 2
7 × 7 1 2 0 3 7 ／ 0 0 0 0 0
8 × 18 4 3 0 2 8 ／ 1 0 0 1 1
9 ／ 6 0 3 0 2 9 ／ 0 0 0 0 0
10 ／ 13 3 2 0 2 10 × 7 1 2 0 0
11 ／ 2 0 1 0 0 11 × 8 2 1 0 2
12 ／ 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0
13 ／ 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0
14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0
15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0
16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0
17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0
18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0
監督 0 監督 0
コーチ 0 コーチ 0

62 9 15 5 11 41 4 11 7 9

恩地　孝明

武藤　陽子

(広島)

(茨城)

Team Ｂ

関　彩華

市川第七

白河中央

反則ＦＴ３Ｐ ２Ｐ

62

Team Ａ

ＦＴ 反則 選　手　名　前

白河中央

出場

宮城　彩子
佐俣　芽依

荻野　あかり
工藤　明日香

木村　歩
宮城　彩夏
岸　愛夏

(千葉県)

【戦評記入者】

得点番号 得点 ３Ｐ

堀　みずか

２Ｐ

Team Ｂ

番号

遠藤　愛李
横井　愛薫

埼玉県中学校体育連盟　バスケットボール専門部

　決勝トーナメント１回戦。白河中央マンツーマン、市川七２ー１ー２ゾーンプレスDefでスタート。序盤白河中央はターン
オーバーを繰り返すが、４分、＃８の３Pから徐々に勢いに乗る。６分、＃７の３P、７分、＃５のシュートが決まり、白河中
央１２－２市川七。その後、市川七は＃４・＃６のシュートで追い上げるが、残り３０秒、白河中央＃１０の３Pが決まり、
白河中央１５－８市川七で１Q終了。２Q開始、市川七の２ー１ー２Defに対し、白河中央は＃５のポストプレイ、＃８の３Pで
引き離しにかかる。４分、＃１０の３P・ドライブが決まり２７－８。市川七は４分間ノーゴール。結局、市川七は＃６の
ゴール下とフリースロー３点の５点に封じ込まれ、白河中央３０－１３市川七で前半終了。
　３Q、開始早々から白河中央＃６の３P、リバウンドからのブレイク、＃８の３P、＃６のフリースローと連続９得点を挙げ
る。一方、市川七は白河中央の鋭い寄りとカバーDefを崩せず、単発な攻撃に終わってしまい、白河中央４５―２１市川七の
大差で３Q終了。４Qも流れは白河中央。市川七は１ー２ー２プレスで必死に頑張り喰らいついていき、３分には＃１１の３
P、＃５のフリースローで47－29に。しかし、白河中央は上手にベンチメンバーを交替させながらゲームを支配。１Q、７分に
負傷退場した＃４の替りを、十二分に果たす活躍を見せた＃１０を筆頭に、チーム全体の力で、白河中央６２－４１市川七と
勝利を掴んだ。

谷口恭史

室井　裕子

合　　　　　計

福本　ゆり子

合　　　　　計

【戦　評】

大会名

カテゴリー

主　審

副　審

日　時

会　場

コート

遠藤　さくら
菊地　由莉

國井　彩友美

選　手　名　前

中下　未知

Team Ａ

遠藤　桐
矢上　彩乃

伊藤　彩香
黒澤　美音

手塚　明義

浅和　愛莉
田所　藍

田中　菜月
仲田　佳奈子

橋本　高尚

鈴木　知沙美

東日本大震災復興支援
平成24年度全国中学校体育大会

第42回全国中学校バスケットボール大会

春日部市総合体育館

平成24年8月23日(木) 10:50

Ｆコート

齋藤　彩実

(福島県)

【ＢＯＸスコア】

出場

【得点経過】 第２試合

女子 決勝トーナメント

黒須　理緒菜
鈴木　未悠
深谷　莉菜

41 市川第七

深野　実玖
丹治　明日奈
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http://saitama.japanbasketball.jp/zenchu/index.html

